HITACHI 


曰立山 i ジャー炊飯器 

取扱説明書 

〈保証書付 >腺《につし、ていまず 


RZ - DB 10 お 
RZ - DB 18 お 

家庭用 



♦ご使用前にごおください 


ま全のため必ずお守0 ください……… 广2つ 



時計の合わせかた . .-… ( 5 ) 

メ□ディーとブヴーの切り巧えかた ••• 

•ごはんの巧さかたのページ 

ごはんのがさかた/ 

白米•弦す米•巧込み•おこわ•ずしめし •"… GH ) 
r 食べたい時刻 J を予約して巧くとき —dD 

お米を浸してかくとを . CW ) 

白米のかたさ•巧速•麦ごはん- 

か里を進んでがくとき QD 
快巧 客* とかさちがるまでの時間の目ま …… QC 

•扱いかたのページ 

保温中のごはんの再加おと保逼送が …•… ( JT ) 
おいしく食べるひと < ふラ . QD 

こんなとさは . CW) 

仕 巧 . QD 

保 誌と アフターサービス . cm 


•お客樣ご相談窓口一廣表 … on ) 
•保証害 - m 


こだをい。 






















安をのため必ずお巧 0 < ださい 

♦ここに示したま 意事 巧は、を 客 や 巧 害を未然に防止ずるために 重要な 巧容でずので、必ず巧ってください。 

給表示の例 

( S ) 記号 I も巧!止 J (しないでください）を示しまず。 
S 二•記号 成说制」（おずしてくださし、)を示します。 


A 塔化 人び死 C または*傷を負ラ可能な 
ム_2^胃〇 が巧をされる巧客。 

人び傷奋を負ラ可能性及び物の巧 
，ェ風 客のみの発生び巧定される内容。 


A 


化 


改造はしない 

修理巧術ちぺの入は、巧巧に分巧したり修理を 
しない 

乂災•巧巧•けびの原因 

修理はお貝い上げの巧売店または曰立ず巧品のお客お! 
ご相談窓□にご巧粉ください ベ TN 




吸排お口やずき間にビンやかをなどのを巧巧等、 
異物を入れない 

巧巧や異巧助作によるけびの原因 


の巧口 



饼巧口 


子供だけで使用させたり、か巧の手の届くところ 
で使用しない 
巧巧•やけど-けびの原因 


Q 

ところ 

Q 


コードやフラグびなんでいたり、コンセントの塞 
し込みびゆるいとさは使用しない 
巧巧•ショート•発火の原因 fX ^ 


交流1 oovitm の巧測ま使用しない 
感巧•乂災の原因 


巧巧中は巧巧にふたを M けない 
やけどの原因 


0 


フラグの巧や巧の巧が部分にほこ0び巧巧してい 
る巧合はよくがく 
火災の原因 



定巧1 5 AW 上のコンセントを単拽で巧用ずる 
他の器具と併用すると分はコンセント部の異巧発巧 
にぶる発乂の原因 




〇 


プラグはコンセントの奧までしつかり差し込む 
巧巧•シヨート-発煙 • 発乂の原因 


〇 


めれた手でプラグの巧を差しはしない 
巧巧-けびの原困 



(§) 


コードをなつけたり、加工したり、無理に曲げた 
り、引っ巧ったり、むじったり、たばねたり、高 
為部に巧づけたり、重いものをのせたり、はさみ 
込んだ0しない ^ 

コードび破おし、巧巧•乂がの原因 Qy 


水につけたり、水をかけたりしない 
巧巧•シヨートの原因 


巧気口に手をふれない 
やけどの原因 

巧に f しか巧にはふれさせない 




2 


A 注意 

7火のかかるところや、义巧の近くでは使用しない 
巧巧•焉巧の原因 

使用時むがは、プラグをコンセントか 5 巧く 
巧揉劣化による巧巧•巧巧による ^ 

乂狄•やけど•けがの原因 W 

不巧定なな巧や赖においが拘の上では使用しない 
义災の原困 ^ 

む«用のペースメーカーをご使用の巧さは、本が品 
の使用にあたっては、医師とよくご紀談ください 
本が品の巧巧びペースメーカーにお•をちえることび 
おるため 

巧用の巧びまじ(かは使用しない ^ 

週な•異巧が rf 巧の原因 (v 

フラグを巧くときは、コードを持たずに必ずブラ 
グ部分を持って引き巧く か 
巧巧•ショ-卜.発义の 原因，^ 

巧がまとつ手で本体を持ち巧ばない 

ふたを巧め、本がの八ンドルを持つ /〇. 

けがややけどの原因 vly 

コードを巻き取るときは、フラグを持っておこなう 
コー ドびあたってけがの原因 A 

おや家具の近くで巧わない 

また、キッチン用収巧御等を使用ずるとをは、 

中に巧巧びこも 5 ないよラにずる 
巧巧または巧で壁や家貝をなめ、 / < r \ 

巧を-巧おの原因 W 

お手入れは本がび冷めてか 5 巧ラ 
巧湿部にがれ、やけどの原因 g 

本がを持ち運ぶときは、フックポタンに拍れない 
ふたび閒いて、けびややけどの原因 ベ9 

使用やや使用直をは、巧びまとっ手や巧気キャッブ 
などの巧温部に触れない ^ 

ゃけどの原因 卿 


お願い 


•の排気口をふさぐよラな 
巧巧(をか 510cmL ソ巧、 
じゅラたんやビニール巧- 
アル S 這などの上）で使用 
しないで < ださい。 

が巧の原因にな0ます。 

•ふさんやタオル等、ふたを 
巧ったが態で使わないでく 
ださい。 

巧を•巧形-故巧の原因に 
な0まず。 


lOcrnm ： 

はなず 



♦ お気に弱いをのを近づけないでください。 
キャッシュカード’目動改礼用定期券•カセット 
テーフなどの記情び消える恐れがあります。 
またテレビ•ラジオ • インターホン • コードレス 
逗話の潍音の原因となる巧れがあります。 


• 異拘びついたまま使わないでください。 
なおやラま<1がけない原因にな D ます。 



♦巧びまを直义にかけた0、巧デレンジで加熟し 
た0しないで < ださい。 

巧びまとつ手び変形した0、フッ素被巧びはび 
_れる原因になりまず。_ 

• が飯中は八ンドルをなでたり、 

本体を持ち巧ばないでください。 

お気が出てやけどの 
原因にな0ます。 
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各部のなまス 


ふたを閉めるとさは 
中央部を巧ず 


ふたパツキン 

(はずせません） 



— 蒸 5a キャップ 

(はずして洗えまず） 
はずしかた15ページ 


排気口 



吸気口 


フックポタン 

(巧すとふたび姑く） 


巧がまとつ手 
八ンドル 

コード 

•フラグを持って引く 
ホ巧仪上は引さ出さ 
ない 

かし引<とるどる 


付属品（各1個） 


か歷カジフ 


冒 


しやちじ 


の 180 ml 
が n 合 



ーメロディー音とブヴー音び選べまず一 


表示部 


時刻合わせキ 

♦時刻を合わせるとを 
にがず 


予約キー 

(チ約ランブ》 



這し キー 

♦お 米を水に巧してから 
かをたいとさに巧す 


げき分けキー 

♦[白米 1 み巧 1 のかた 
ごを巧ぶときと、 
r 巧速 J 巧ごはん J 
r か屋 J のメニュー 
を巧ぶときに巧ず 


保キー 

保’； a の「巧巧」と「お 
さえめ J を巧ぶとを 
にがす 


炊飯谓》日が，キ 

(巧巧ランフ》 


切/保温キー 

(保温ランフ） 
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B ま計の合わせかた 

•時計ちわせは、ホ約•か度•保通•巧しの作動中にはできません。 


画]:現な午を8時30分で 
表示は午を8時27分の境合 



3再び@またはの^を巧ず 
回お通理^少夕 

廓)- 

巧»さねせ 

©•； 


靖 8’38 

論み可が] 


保湿選が^ 


戻る 

巧し統けると早をりになる。 


1分単位 
で表示 


電池び消耗してくると" 

フラグを巧いたとき、現な時刻•チ 
巧時刻の記なびな< な0、時刻の 
表示を消えまず。巧びフラグを爱 
し込むと、か坂•保沼-巧しはで 
をまずび、時計をさわせないと予 
おびでをません。早めに巧池の交 
巧をご巧巧ください。 


盈陆 itl 触困! 


が！ 


■株:股帖 I , ，", なな n 


時刻ぴ消え 
たま示 


2 风またはを 0.5 秒間巧ず 

時刻び点巧した5手を雜ず 


0.5秒間巧ず 
と点巧が態になる。 


保温選が 


嗔が "1 

基常えさぇ窗 



/I キーか 5 手を離ず 

(最後に操作してか 5)5 秒をにピツと 
瞻つて自動的に点滅び止まり、時計さわ 
せ^で 应3量巧備理田少歷 


随 


IMI 


保湿選が 


国巧おさえめ] 


この炊飯器には…… 

フラグを巧いたままでを時計をおびし、予約時刻を妃巧 
し病ける長寿命リチウム電池が入っていまず 0 フラグを 
差し込んでいるときは、巧/唯び消巧しません。 


® 池の交換は…… 

巧地は制御基鞭に取0巧けられた巧用部品でず。交巧時 
は分おによる交巧び必要となりまずので、お黄い上げの 
お売店にご巧巧 < ださい。 


電池を取り換えた!5、時計を台わせる… 

予巧時刻は、午前6:00と午を6:00の時刻に戻りまず。 


時計はエ巧出巧時から動いていますび、ま温によ0 
1力用こが)120巧遅れることびありまず。 

ずれているとを I ん例を參ちにしてさわせてください。 


メ□デイーとブザーの切り換えかた 


エ巧出宿 f 時はメロディーに 
投定されていまず。 

メ □ディ ーとブザーの 設定 IS )/ R*J 

の切0巧えはちのよラにし 
てください。 \1 


の 5 が«巧しなける 



巧った音に 
切0巧えミ了 


濡‘ 
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ごはんの巧まかた/献職*®み•もてり•ずしめし 



圆 白米の場合 （3 カップのお 米を巧く とき） 


お米をはかって洗ラ 




測減し、 W ほをセットずる 



•巧庙の計«カッフでお米をす0きりで3杯はかる。 •平5なところで、白米 rsj の水位目盛りまで水を入れ、 

•たっぷりの水でヴッとかま混ぜ、水を巧早く傍て、 お米を水平にならして、巧びまを本がにセットずる。 

水がをれいになるまで手早く洗う， 

(洗米び不十分なとさは、強めのおこげびでをまず） 


•ずりきり1巧び 
の 180 ml (約1さ) 
でず。 



〈おない> 

♦お米を水平にならさないと、巧さむ5が出ることびあ 
りまず。巧にか■が飯のとをはま) i してください。 


<お巧い> 

• ミ包なて器などを使わないで必ず手で洗ってください。 
• 度芽米-か込み-おこわはか巧容■び白米とは異なり 
まず。12ページのか巧容■をごお段ください。 

• 白米の H か巧巧屋 ( RZ - OB 10： 0方カッス RZ -0618 :1カジフ) 
を饮くときは、必ず r か u (11 ページち巧)でかいてく 
ださしん（焦げ•ふをこぼれの原因） 


♦內びまのまわ0、底の水気をふをとってください。 

• 巧巧キャッフがついているか巧かめてください。 

•ふたは r カチツ J と音びずるまで、ゆつく 0とお実に 
巧めて < ださい。 
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かなみのワンポイ ント 、 

•水加巧は、具を入れる前に調味料とザで r 巧这み J の水 
化目な0にをわせてください。栗、夏など水分をのラ 
具のとをはかしをめにしまず。 

• 具の里はお米の重■の30〜50%が 通 当でず。 

(お米けッフ分につを具の■は45〜 75 g ) 

•ちは义を巧したをのを巧ってください。生の具を巧ラ 
巧さは、水とひたひた程巧になるよラに具のおを如巧 
してください。具びをずぎるとラまく巧けません。 

ちは、汁気をさってからおホの上にのせてください。 

• お米と具を混ぜてかくとラまくかけません。 

• とろみの強い巧ほ巧やぶ分のをい巧巧巧、塩分の覆い 
調ほ巧を巧ラとな巧び早めに投わりご巧がたけません。 
•巧巧巧が加わ0まずと、白米よりお焦げが巧くなりまず • 
• においや空巧のをとになるので、保通はしないでくだ 
さい。 


广 おこわのワンポイント 

♦もち 米の巧合は、お米1、もち米5を目安としてください。 
•あずきまたはをさげの■は、お米(ちち朱）1カツブ分 
につきを巧夏で巧1 0 g び目安でず。 

• お米ともち米は1時閒くらい前に統い、ヴルにあげて 
水きりしまず。 

•水 加巧は、あずきまたはささげのゆで汁と水とで「お 
こわ J の水な目®りに合わせてください。 

• 水说巧した'をはずぐに巧いてください。時間がたつと 
あずきやをさげが水をのって、ラまくかけないことび 
V ありまず。 _ 

f ずしめしのワンポイント^ 

•水 如知ま、 r ずしめし J の水巧目盛に合わせ、だ 
しを巧は上にのせまず。 

. ♦が 合わせは、巧蓋で巧わないでください。 




•巧巧やは、間欠的に巧気の出る音びしまず。 


» できるだけ早く (30 巧む巧ににはんをほぐす。 

> ごはんは全巧をよくほぐさないとべとついたり固まつ 
た0しまず。 


使用をは • 
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キーを巧してプラグを巧く。 


•工場出荷時はお米 J (ふつうのかたさ)になっていまず。 
• 巧びまが入っていないとブヴーび明り、巧瓶*保温に 
入りません。 

〈お巧い> 

•度す米は、「(白米)巧 J (やわらかめ)を巧んで(りペー 
シ’を照) 巧いて ください。 

•おこわは、「(白米)巧（やわ5かめ)を港んで (11 ぺ一 
ジを巧)がいてください。 

•ずしめし（ずし用の®めのごはん)は、 r (白米)硬 J (か 
ため)をおんでり1ページをお)巧いて < ださい。 

•弦す米•巧込み•おこわのとをは、 r 快を] r か1では 
巧かないで < ださい。 


♦保沼中は、つゆびふたの巧側、ふたパッキン*巧がま 
につをますび、ごはんの巧巧を巧ぐためで故巧ではあ 
りません。 

•かをあびったごはんの中央部びややくぽんで見えるこ 
とびありまず。これは IH 加無の特徴で、巧びま自体び 
発棘してごはんをつつみをんでかさあげるためでず。 

• 保お中に(ちみキーを巧ずと、ごはんを温める再細巧を 
しまず。 （13 ページを照） 

〈お巧い> 

• 12時旧上の保温はしないで< ださい。においや巧 
をの原因にな0まず。 
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r 食べたい時刻 j をモ約して巧くとを 



• 巧びまび入つていないとブヴーが话0、予約ずることびでをません。 

•「予約^「予巧 2 J で予巧完了時のブザーが異なりまず。 

•じ リキーを巧しただけで f 巧巧） キーを巧さずにおくと、脚0分をに表示されている予巧び自おのにスタート 
しまず。 ^ 


予約できない時間（ずぐにげ飯を始める） 

白米（ふつラ） 

55分 L ソ內 

が（やね5かめ） 

58分け巧 

硬（かため） 

48分け巧 

快 巧 

40分 m 巧 

受ごはん 

55分む巧 

か ■ 

55分む巧 


♦水温、室温、巧圧、か巧■、水如巧などにより、巧をあ 
びりはモ巧した時刻よりをが早くなったり、遅くなっ 
た0ずることがあ0まず。 

• 予巧の使えないメニュー 
具や巧ほ料の入るをの、が込み、おこわ、度ま米は 
具がいたんだ0、巧ほおが巧巧してうまくかけません。 


〈お馬い> 

•予約は、12時間け巧を目巧にしてください。 

«長24時聞まででずが、長時間お米を水に巧してお 
くと、ごはんが巧巧ずることびありまずのでごま意 
<ださい。 
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巧べたい時刻をぞ約して巧 < _厕巧約りに午前フ。〇を ホ 約する 《 さ 

♦巧き分けを進んでから予約時刻をセツトずる。 



♦時刻は10分単位で合わせ6れます。 •[ モ約 2 J に予約ずるとさも同じ要巧 
巧し統けると早をりになりまず。 でず。 


—№1をせた予約!^でか< 



一巧 gs 巧させた予お時刻は 、^ 
キーを巧してを、フラグを巧いてを 
堯えています。（予巧時刻をを更ず 
るまで巧えていまず） 


r 予約の巧ち •巧消し _ ] 

チ巧完了をに、モ巧時刻をを更ずる 
とさは、 （ Ml ) キーを巧してから予約 
し直してください。 
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お米を浸して巧 < とを 


r 何分法してからか巧を始めるか」 
をセットできるな能でず。 


炊飯 ( 再力日斯キ 

( か巧ランブ） 



浸しキー 



> 巧めてお使いのとをは30夕び紀 
巧されていまず。 

> 2巧目か5は前回お使いの巧し時 
旧!び K 巧されていまず。 


• 10分‘20分‘30分‘45分’60分- 
90分むがは合わせられません。 


• «掛。分を1分間ま示したを、 
現在時刻に切0巧ね0巧巧を始め 
まず。 

• 水温がほいとを（お n 日でじ I 下）は 
巧如巧をおこない、お米び水をの 
し、やすい通度にしまず。 


♦具や巧が巧の入るをの、巧込み、 
おこわは、期ほ料びミ充巧してラまく 
かけないことびありまず。 


お米を浸ずのは…… 

♦お米は水に巧して米粒の中むまで水をのわせてから巧くことが大事な 
ポイントでず。お米を統つてずぐか飯した場合でも予がを巧なつて自 
出)的に吸水させていまずび、巧しキーをお使いになると、より均一に 
水を吸わせることびでさまず。 

•お米に十分に水を吸わせるには、目安として夏は30分 1 U 上、をは60分 
ULh のセツトをおすずめしまず。 
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白米のかたさ•快速•麦ごはん•少量を選んでかくとき 



一炊さ分けキー 

巧ずごとに 晒 次 ▲ の位 ■び 
巧わる 

( 白ホのかたさ【曰ホ ( ふつラ)、、 
巧 ( やわらかめ ) 、 S ( かため)） 
と . imi 巧ごはん J I■ か u 
が函ぺまず . / 


炊飯厢加お)年一 

( か巧ランフ） 


Induction J J-f llralinK 


屈が巧触巧巧ぶ ■ 

を掘 


\ 。式—に厢 I 祝 - ぉ病 1 / 


m r ® (かため) J を選んで巧く場合 



2 

巧飯キーを巧ず 

^ 点巧 

. が巧閒始を 

、 メロディー 

7 (ブヴ ー) で 

, お巧5せし 

1 ます。 

むらし 
白米•於 •! 

a 

に入ると…巧きあびり 
» 快巧 

川） 

までを1分きざみで巧示 
すしめし か屋 

舶！ん 


♦かをたいかたさ、をしくはメニューの位面に （▲) び 
表示されているか巧捉してください。 

•-度巧り r 軟」と r か1を巧んで巧< と、次回も記任 I 
していまず。 （ r 快速 J 「巧ごはん」を逛んだときは、 
次回は「白米」に戻0まず。） 

•水加巧はが<メニューに合った水位おで巧節してくだ 


• r 快を！のか飯開始メロディーは、他のメニューのメ 
□ディ ーとち なりまず。 

• メロディー（ブヴー）が蜗〇 r 保通ランフ J が点丹した 
5、かきあびり。 

•巧を分けで、お好みのかたさにならないときは、水如 
巧を巧節してください。 


さし、 


r 快速 J でげくときは 


• 急いでかさたい巧合にご使用<ださい。 
r 白米」「巧」 r 晒でかいた方ががきあびりはよくな 
0まず。 

•洗米を、しばら<巧してからかくとかさあび0びよ 
くな0まず。 

〈おがい> 

• 白米 W がはかかないでください。 

•巧少か風 1^2.0810:0.5 カッス RZ . DB 18: 1カップ)は 
r 快速 J で巧かないで<ださい。かためになつた0、 
ふをこぼれた0することびありまず。 


r 少呈 J で炊くときは 


• ふだんかししかかかないごまなに向くな能でず。 
かしかいたときの r ベチヤツ」とした水っぽさや、 
おこげを少なく抑えまず。 

r か時 RZ - DB 10 I 0.5 〜2カツフ 

の目安 」^^ Z - DB 18 1 1〜3カッフ 


くお巧ぃ> 

• 白米が外はかかないでください。 

♦巧か饮巧■をがくとをは、必ず r か w を進んでくだ 
さい。 
































































































「麦ごはん」でげくときは…… 

♦ お米と菱の混合割合はさを約1巧 ( Ult ) び目をでず。 

•@)キーで「巧ごはん J を進ぴまず • 

• 洗米を！時閒じ1上ミきしてから巧瓶して<だをい。 

巧し （60 分)巧をび巧利でず。 

<お巧い> 

• S の ■び 巧端に夕いとラま < がけない場合びあ0まずので、ごを 意 < ださい。 

•保通はさけてください。保通しまずと時間とともに巧色した0、臭いびきつくな0まず。 
• 「まごはん J のか位目盛は目ちでずので麦の 屋 やお巧みにさわせて期巧してください。 


•臟疆とぶきちがるまでの綱の目安(分) 


白米•快速-麦ごはん 


お 名 

か巧宮通 
(カッブ巧） 

白 米 

(ふつう） 

巧 

(やわらかめ） 

巧 

(かため） 

快巧 

S ごはん 

RZ - DB 10 

1-5.5 

41〜50 

45〜53 

34-41 

20〜35 

41-48 

RZ - DB 18 

2〜10 

43〜54 

46〜55 

33-41 

20〜38 

45〜53 


♦巧皮… 0 V • 室通20で- 
水湿18での巧合。 

•炊巧時間は、巧圧•室涵， 
水漏-水如巧-お米の巧 
巧などによ0巧ね0ます。 

•おやの巧飯容屋（カツフ 
が）は、それぞれの形を 
で炊がでさる®かと最大 
の容 B を示します。 


胚芽米-炊么み-おこわ•ずしめし 


お を 

か巧客 ■ 

(カッフ巧） 

度巧米 
伯米巧） 

ずしめし 
(白米®) 

な込み 

おこわ 

RZ - DB 10 

1〜4 1 

(r ずしめし!は卜5方） 

53〜閱 

32〜39 


45〜55 


2~7 

(r ずしゆし JI ま2〜 10) 



W 1 〜 uu 

RZ-DB 旧 

51〜閱 

32〜43 




少量 


お ち 

献就か ■ 

RZ - DB 10 

0方〜2 

>11 ，/ in 

RZ - DB 18 

W 〜斜/ 

1〜3 ： 


に 


巧湿中のごはんの再加熱と巧溫選択 



〔保温中のごはんの再加熱 

保温中のごはんを如熟して湿める巧能です。 


保温選択 


巧7時間巧溫の温度を下げ、ごはんのを巧をおさえまず。 


保温中に ■巧温中に 

巧!巧(巧加お）キーを巧ず ■ 巧活进がキーを巧ず 



点口/マ、為 

固がけ|が風み ■ r 盐 itt か 佑 ifga か ■ 


* ，抓 

种* 即 

およこ#!おなおおな 1 

■陳ぶ':化おさえめ 1 


瓶垣置がキーを巧ずごとに (▼) 表示が切り巧わる 


• メロディー(ブザー)び巧って、巧がランフび消えた 
6巧加热完了です。（約6分で巧了しまず） 

• r おさえめ J をおがしているとさに再如親ずると、「お 
さえめ J び巧除されます。 

•巧 飯直を等、本がび热いとを、または本巧び冷たい 
とさはブザーが4回おり再加新でをません。 


♦ r おさえめ J 巧巧を、巧7時巧で (▼) 表示び切り巧わ0、 
r 通な」の保温に戾〇まず。 

• r おさえめ J をを中でやめるときは、もラー度保温进巧 
キーを巧しまず。 

(▼) 表示び切り換わり、「巧常 J の保逼に戻りまず。 


•ごはんの屋び多し化きは、通まりにくくなりまず。 •「おさえめ J 中は、つゆがふたの巧側、ふたパッキン、 

r 白米 J の水位目盛り 3 W 下を目巧にしてください。 巧がまにつきまずび、ごはんのおかを防ぐためでが度 

♦何度を再加熱ずると、ごはんが巧巧した0、焦げた0 では® C ません。 

ずることがありまず。 

•途中で再如巧を止めるとさは@キーを巧しまず。 

保活を切れるので巧ぴ( の u) キーで保混にしてくださ 
し、。 


〈お願い〉 

• をめたごはんのおめなおしはしないでください。 
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おいし < 食べるひと < ふう 


お米は正しくはかる 


巧厲のれ屋カップ1 
す〇を01巧 
約 180ml 
(め1合） 


れ屋米ぴつは巧いかたに 
よってお米の■がちなる 
ことがあ0まず。 

また計■ま示の屋び.巧 
巧のが■カッフ(お n を) 
の■と巧なる巧合びあ0 
まずのでよ<ご確誘くだ 
さい。 


洗米は手早く十分に 


满米は B 巧の水をいち 
早く吸収しまず。ヌカ 
のにおいびつかないよ 
ラに最巧の水は手早< 
接てましよう。 

かがをれいになるまで 
十分に洗いましよう。 



巧:さ分けと水加減 


•〔白米(ふつう）•が•賦 
のかたさを進べます。 

お巧みに合わせてお進び 
<ださい。 


•かを分けでをお好みのか 
たさにならないとさや、 
白米 1U パのメニューはお好みに合わせて水加巧してく 
ださい。巧びまの水位目盛りは樣華のか加巧でず。 



お米の租巧 

がが脚3け 

水如巧 

お：質 米 

白米(ふつラ） 

白米の目盛0どお0 

巧 米 

硬 

硬質 ホ 

应す米 
分づき米 (7 がき） 

が 

長粒穩(巧入米） 

1カツフあたり白米 
の目なりより巧 30ml 
をめ 

ブレンド米 

白米の目巧りどおり 

る 米 

白米の目留りよりややをめ 


•分づきホは巧米程巧により、ふをこぼれることびあ 
0ます。 


上手にげき分け 


「巧」 . しっか0とびみごたえのあるごはんを 

かくとを。 

メニュー例（お巧米、ずしめし 、たレー 
お茶滴、チャー八ン） 

mi . ふっ <らとやね5かめのごはんを巧く 

とを。 

メニュ歷芽米•を米） 



た S ずぐほぐず 



おいしいごはんに巧をあ 
げる最後の仕上げでず。 
底のほラからごはんをつ 
ぷさないよラに、大きく 
お0おこずぶラにほぐし 
まず。余分な水巧気が迸 
げ、おいしいごはんになりまず。巧をあびつたを、そ 
のまま保温ずる巧合でも必ずほぐしてください。 


なぜおこげがでさるの？ 

かをあがったごはんの余分な水分をとり、香ばしさ 
と風巧を生み出ずためでず。おこげび気になる方は、 
洗米のとを十分にお米を统い、米ヌカをよく落とし 
てから巧いてください。また白米むぺのごはんやな 
入米を巧<とおこげびできやずくなりまず。 . 


おいしく保温 



か麗のごはんや巧びま側面についた 


ごはんはを巧しやずくなりまずので 
巧びまの中巧に盛るよラにして < だ 


さい。長時間ごはんを保ミ畳ずると、 
ごはんびおなして黄巧し、風味が巧 


なわれまず C 


おいしく保這ずるた制〔次のことにご漁ください 

•白米だけ保おしましよラ。 

•1 2時間を超える保おはやめましよラ。 

•冷えたごはんの混め面し、ごはんのつざたしも風 
ほを損ないまず。 

•しやもじを入れたままの保温はやめましよラ。 
•巧びまの巧やふたパッキンにごはんがをつけたま 
ま保湿ずるとごはんび巧がしやずくなります。 

•巧入米(ブレンド米をさむ)は、時間がたつとパヴ 
ついた0においびをつ<な0ます。お早めにお召 
し上びりください。 

• ごはんを入れたままブラグを巧くのはやめましよラ。 
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お手入れ 


おす入れずるときは 

フラグを巧を、本がび 
ちめてからおこなラ。 



食器用洗剤をお使い < ださい。 
ベンジン、シンナ ー 、みびをが、 
たねし巧は巧わない。 

(巧面をなつける原因） 



本が-ふた 


固く巧ったふきんでふく。 

水加巧のみいとをや米の巧巧などによりおねば（か飯時に 
出るの0がのちの）がつく場合びありまずので、めれぶさ 
んでふをとって < ださい。 

巧赤パ保の巧をほどこしていまず，巧れたままお使いにな 
ると巧れび巧ちにく <な0まず。 



温度センヴーにこび0つきびできた5、がかい巧ヤスリ 
(600 ま程度)に水をつけてこずり落とし、固く巧ったふ 
をんでふをまず。 

お巧い 

ふたパッキンにごはんがやおねばがついたまま保涵しま 
ずと、ごはんが巧燥ずることがあ0まずので取0ないて 
< ださい。 


巧びま 


内側はスポンジなどのやわらかいもので洗ラ。 
外側は統つて水巧をふをとる。 


さびなどびでたら、ナイロン 
たわしでこずり巧とず。 


お巧い 

巧おずるとおいしくかけな 
くなることがお0まず。 

取0扱いはていねいに。 



- フッ巧饭廣をいためないために - 

•付属のしゃちじを巧う。 

• スフーンや巧わんなどを入れて洗わない。 

•がは巧わない。 

•巧びまの巧脚は、みびさかやたわし巧で統わない。 


使つているうちに、みかをむらがあ5われることがあ0 
まずが、ごはんのかをあび0や巧生面にはが»あ0ませ 
んのでそのままお巧い<ださい。 




1しやちじ 



を器用洗剤を巧い、スポンジなどのやわ5かいをので洗ラ。 
使用のたびお手入れを。 



ふたから取0はずして、を器用洗巧を巧いスポンジなどの 
やね5かいをので統つたを、水で統い流ず。 

■はずしかた 
上方に引を上げ、ふた 
か6取0はずず。 


お願い 

巧白巧は巧わないでください， 



■取0つけかた 
巧気キヤッブの 
中巧がを巧さえて、 
巧実に爱し込む。 



巧気キヤツフ巧巧の巧れびひどくなつたとをは、 
下紀の方法で分解し、巧部を洗ってください。 


①巧巧キヤツフか 5 ゴムパツキンをはずす， 
(ゴムバツキンを巧風こ引つ巧らないよ 
ラま祖ずる》 


營 


蒸巧キャジフ 

切夕をが 
3ムパツキン 


ぶ洗しがわった巧は、 

蒸巧キャップの▽マークと、ゴムバッキ 
ンの A マーク（切夕を巧）を合わだて. 
«までまし込む。方向を柏違えると、ふ 
さこぼなる場さがお D まず， 

A マークをさわせる 
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夕屋につゆびたれる 
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ふたを助める操作が星い 
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I ft し i & A ぷ I 、るとき J 


時計を合わせなおして<ださい。 （5 ページ#照） 

予約時刻も合わせなおしてください。（8‘9ページ参照） 


な度ずるとさにおいがずる 


おずめを、巧巧にか飯ずるとをはにおいがずる巧合びありまず。ご使用とともになく 
な0まずのでそのままお使いください。 


巧巧前の巧作によ0、再通巧をの®作び異な0まず。 


使用や巧巧になった 
とさ 


巧電前の動作 

: 巧通■をの動作 

1 ま 意 

巧 飯 

■ かがを続ける 


保 温 

巧混を統ける 

:ごはんびおえたと去は保温しません。 

韦 約 

予約を病ける 

'巧巧している時間が畏<、巧巧を始める時刻を 

法 U 

»しを巧ける 

遇ざている巧合は、ずぐげき始めまず。 


化の器貝で巧いたごはん 
をな遺したいとを 


フラグをまし込み惦 *1) キーを巧す。巧30分本巧を沼めてから、ごはんを入れてください。 


巧ぴま麵.贿しにとき 


お巧めになった版巧店などで新し<お巧いホめ<ださい。 


使用やに音びずる 


* r ブーン J と音びずるのは.巧部の熱を外へ迸びずためにファンび回っているためでず。 

♦か飯、ちし、保活時の巧巧やは時々 r ジー J と音がずることびありまずび異なではありません。 
•巧巧中は、巧夕的に巧気の出る音がしまずび，異巧ではあ0まだん。 


表示部に f いイ S を 
表示したとさ 


お求めになつた販売店などにご相談くださし、 


け(やお米び本巧に入った 


■1 U 上の点をお巧べいただを、その上でご不否の病びありま したら、 お巧めになった眠巧店などにご巧巧ください。 

■巧が まがをお•フッ巧巧典がはびれた巧さは、お巧めになった巧巧巧などで巧しくお两い巧めください。 

[•，乱み々-(ろ旁か: RZ - OB 10001) 6.51 GiR 一— • t 日 L タイク(ゥ夫ガマ： RZ - DB 18-001) 7.1 40円—（ぉ& ■ 200 2¢4月脱 | 
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仕様 


形 名 

RZ - DB 10 

RZ - DB 18 ' 

か度容 ■ 

0.09し(0.5さ)〜 1.0 L ほ方き） 

0.1 目 L り合)〜 1.8 L (1 升） 

電 巧 

巧流10 OV 

を 格 商 巧が 

50-60 HZ # 巧 

消 巧 
巧 力 

巧 度時 

1060 W 

1270 W 

保 巧 時(平均） 

お 42 W 

約 44 W 

コードの長さ 

1.0 m 

大 

さ 

さ 

巧 

26.0 cm 

30.0 cm 

奧 巧 

36.0 cm 

39.8 cm 

IK さ 

22.1 cm 

24.9 cm 

.K 屋（巧 さ） 

巧 3.4 kg 

約 4.2 kg 


が保ミ畳時(平均）の巧力は、1時間あたりの保混消巧巧力でず。（室温2日での巧合) 
を r 切」のがおでの1時間あたりの消*巧力は約 4 W です。 


巧証とアフターヴービス （ おずお読みください) 


■保話 害（裏表紙） 

保な•は、化ず r お两い上げ曰.販売店名 J などのお入を 
お巧かめのラえ、販売店からまけ取っていたださ巧容を 
よくお巧みの衣と大切に巧«してください。 

• 巧泣巧閒はお巧い上げの曰か51年でず， 

■補修用性能部品の保有期間 

OHl ジャーが飯器の補修巧なお部品の保有巧巧は、裝造 
巧切りを6年でず。 

•巧侵用性能が品とは、その商品のなおをが侍ずるため 
に必要な部品でず。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

隹巧に巧ずるこ巧松雄びにご不明な点は、お两い上げの 
販売店または》巧りのに相がお印り8ぺージを照）に 
お問い合わせ<ださい。 

■ご乾居されるときは 

ご巧居により、お» い 上げの巧巧巧のアフターヴービス 
を受けられなくなる巧合は、前もっておお店にご 巧 おく 
ださい。ごな居巧での曰な の 家巧品 取扱 店を巧な させて 
いただをます《 


■修理を依頼されるときは I 持を修理 

「こんなとをは J ( 16ページ）を巧べていただを、なお異 
巧のあるとをは、スイッチを切り、コンセントからフラ 
グを巧を、お巧い上げの化売店にお巧をこ化巧ください。 

•保証期間中は 

お理に巧しましては、保な»をご巧示ください。 

巧披■の規ぞにがつて販売店びな巧さだていただきまず。 

♦ 保詔期間が過ぞているとさは 

巧理ずれば使用できる«合には、ご巧望によ0巧巧ごせ 
てレただをまず. 


修理料金のけ巧み 
お巧巧金= 巧 術巧+巧品代 


技術料 

が巧した巧品を正巧に巧巧ずるための巧 
をでず，巧斯者の人件»、巧術巧巧巧、 
測をなお寄おが巧、一が爸巧巧等びさま 
れていまず。 

部品代 

巧理に使用した部品げをでず。その他巧理 
に付巧ずる部が巧をまむ巧合もあ0まず。 


愛情点検 

s 年ご巧用の晒ジャ-なおの点巧を/ i 

の 

こんな症巧は友0ませんか 

► 

お顆い 

•フラグやコードが gg に熱くな& 

•コー ドに«ぴついていたりぷれると ii ■した 
0しなかったりすも 
•こげくをいにおいびす& 

♦な 飯中皮巧のフ7ンび田っていな IA 
参 その他の R « • 巧!•び友& 

巧！•や！!巧巧止のため、スイッチ® 
切 D コンむントか5フラグを巧さ* 
巧匹にご itii くだをい，冉 lA .g 宙 
についての賛用などなししにとは *6 
巧 B にご推 K くださレ、 


0巧式会な曰なホームテック#日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式をな 
テ 105-8410 巧巧掀8医西が機 2-15-12 柏が) 3(3502 にり1 
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曰立家電品のお客様ご相談窓□一覧表 

(巧な竜巧»品の巧示に関する公正议争規巧による巧示） 


日立家電品につしにのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、巧居されたり、お物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓口にご相談ください。 


修理などアフター ヴー ビスに 


商品情報やお取り扱いに 

関するご相談は 


ついてのご相談は 

TEL 函0120 -3121 -68 


TEL 函0120 —3121 -り 

FAX 函0120 -3 に 1-87 


FAX 函0120 -3121-34 


♦フりーダイヤルされますと、おまかの化成を但当する 
センターへわつなぎします《 


一般ご相談窓口 ま*品についてのご意見やご要望は各化区の お客様相談センタ— へ 


巧当化が 

巧なホ 号 

所在化 

化巧お化区 

01 卜 833-5088 

♦け*巧白石区ま化 2 を 4 一 1 一 10 

巧化地区 

022-232-5088 

仙を巿宮巧巧区巧巧 1 一 1 一 4 5 

閱ま-甲巧が地区 

03-3834-8588 

台ま区巧上巧 2 — 7 — 5 (日立ま 巧 上巧ビル） 

中部地区 

052-795-5088 

を古屋巧ず山区リ 1 宮巧 5 5 (日立ま巧ず山ビル） 

閒西化区 

0 7 8-4 3 1 -5 0 8 8 

巧戸ホ束 巧 区甲巧巧 1一3—8 

中国地区 

082—231—5088 

広*ホ西区は音巧巧 1 — 7— 17 

四国化区 

0877-47-1 088 

巧出巿林田町 4 2 8 5 — 1 4 3 

九州-が 巧 地区 

092-281-5088 

箱岡巿巧多区店屋巧 7— 18 (巧多巧ぶビル） 


♦ご 巧はを口のをみ、巧な化巧は巧»になることダありますのでご了み<ださい。 一01 C — 
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日立 JH ジャー炊飯器保証書 \ mm \ 

お祉期問みじ取巧ぶ刚巧、本体ラベルずの化を巧きじしたがって正常な化リ;が巧で化川していて 
ながした巧なじは、本巧おが内‘谷にもとづきお巧い上げの化‘ぶがが無巧化巧いたします。 

お口い上げの H から下おの期11リ内じめ！巧した巧合は、疏袖と本巧をお持ちいただき、お巧い上げ 
の化苑おじな巧[をご化がください。なお、がなをおない上げの化化巧（お巧け!出先）やメーカー 
へ送が した巧なの送巧等はおががのなかと なり ます。 


m 

ぉ 


《お n い上げ11 

巧巧巧巧 

乎ぶ ザ 巧 [1 

本か：1年 

お 

み 

が 

ご住所 

ご义お 

が 

巧 

1 

巧 

化所 

化お 

带巧 


※が簡じ記人のない媒なは無劝となりますから必ずごがなください。 

1 . 化姐削問内でもホのようながなじはか巧お巧となります。 

(イ ) 使讯 上のおり、またはな逆やす当な巧现じよるめ巧または掛化。 

(口)わ巧い上げをの游下、引っ徑し、輪送等によるめ巧または 巧 巧。 

(ハ)火災、 化诞、 水ぶ、がが、その他の灭化地を、公诺やが常巧が J こよるめ防またはがが。 

(二) 中:が、化が!じとう化して化州された媒かこ生じたか巧またはがけ巧。 

(ホ)巧觀リじ使川されて生じたか巧または奶化。 

<へ)本巧のご提みがなV、みな。 

(卜)本がにお巧い-卜-げホ W 日、おながお、化化がおの紀入のない巧な、あるいは字イリを巧き後 
えられたみた。 

2. このがI品じついて山がが巧をごホ巧のみ合には、山おじ坚する央巧を中しをけます。 

3 . ごお居の媒合はが邮にお巧い上げの販おおにご相がください。 

4 . 脚巧品巧で本巧に紀入してあるおないとげの化'ぶ店‘にお巧をご仏巧になれない媒なじは化巧ぶ明备の 
18 ページの日立ぞ‘ぶが,ご相なお U —巧ぶをごをのうえ、お近くのを U じご相读ください。 

5. 本巧はがを巧いたしませんのでおおしないようたのじ化な•してください。 

6. 本巧は H 本巧みにおいてのみか効です。 Effective only in Japan. 

♦このが 她巧は本巧に明示した期リリ、を f 牛のもとにおいて無巧化巧をおみおするものです。 
したがってこのが疵巧じよっておながの法が I •.のが巧を脚限するものではあ 0 ませんので、が 
就)明問鞋巧をのな巧蒂じついてご个明の媒なは、おけい上げの化ぶおまたは化巧ぶ巧巧の 18 ぺ 
ージの I: しを•矣ぶおIごかがおローをぶのお U におリリいなわせください。 

♦化 化則リリおお後の化巧、補巧贿な化がI抽のおれ!的I!リじついて詳しくは，化化ぶ明かをごおください。 

修理 メモ 


0 曰なホーム&ライフソリューション株式会社 

f 105-8410 巧をが港区西巧ぶ2-巧-12巧な （03)3502-2111 




巧巧巧巧巧巧巧 巧 巧巧 

NH 213568 -02 200I -06 (M HCPT)3 



































